
　本書は，文化的な背景なくして旅の本質は語れ
ないというスタンスに立ち，旅行素材に通底する
歴史・民族・文化の基礎的な知識をまとめたもの
である。信仰，祭りと芸能，自然と温泉，建築と
美術，食生活，伝統と工芸品，ふるさとの文化，
歴史と文化施設の各章において，それぞれの背景
や概要がコンパクトに記載されており，観光に携
わる人にとって有益な資料である。
　 例 え ば， 火 山 列 島 で あ る 日 本 の 源 泉 数 は
２万 7,000 を超え，温泉利用の宿泊客数は年間
約 1 億 3,200 万人であり，世界一の温泉大国と
言われる。温泉を楽しむために，温泉とよぶ基準，
温泉効果を高める方法，泉質の種類，長年の経験
から生み出された入浴スタイル，マナーなどを知
ることは役立つ。また，日本独特の駅弁文化は，
1885 年に宇都宮駅に登場した汽車弁当にはじま
ると言われ，現在 2,000 種類を超える。東日本
では古くから豚の飼料となるサツマイモなどの栽
培が盛んであり，西日本では労役用の家畜として
牛を中心に飼育していた。そのため，豚肉を使っ
た駅弁は東日本，牛肉は西日本に多い。 （古森）

　2022 年 10 月，わが国の鉄道は 150 周年を
迎えた。本書は，その中間地点となる 75 周年を
記念し当時の国鉄を運営していた運輸省が企画し
た一般公募論文の記録である。
　終戦間もないこの時期，国鉄は復興のための輸
送に不可欠な存在であり，その動向は国民の関心
を集めていた。そこで国鉄は，利用者を運営の重
要な協力者と見て広く意見を求めたのであった。
　本書は入選 3 作を収録するほか，多数の応募
論文を抜粋し，項目別に整理しているのが特徴で
ある。内容は，経営や財政の効率化，設備やサー
ビスの改善など多岐にわたる。例えば，翌年の公
共企業体発足を予想させる「公団組織」，観光列
車の新設や当時不足していたエネルギー資源（石
炭）の節約法など，様々な提案を紹介している。
編者は投稿の 7 割近くは国鉄関係者であろうと
推測しているが，すべての論文に込められた国鉄
復興への熱意に対し深い感謝の意を述べている。
　なお，本書の企画編集には当法人が運輸調査局
時代に関わっており，第 2 集『観光事業の再建』
も資料室でご覧いただくことができる。 （田邊）
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